
ビスどめ短ざくS/ビスどめ短ざくL/くぎどめ短ざくS　取扱説明書
BS-S240 BS-L360 NS-S240

■ 継手の補強に使用します。（BS-S240、NS-S240）
■ 継手の補強、通し柱を介した胴差相互、横架材を介した管柱相互の連結
時の補強に使用します。（BS-L360）

■ ビスどめ短ざくは1枚で10.8kN、2枚で21.6kN、くぎどめ短ざくは1枚で
10.4kN、2枚で17.8kNと高耐力のため、耐震等級の接合部チェックが有利
になります。

■ 2枚で使用する場合は、並列使いや両面使いで施工することができます。
■ 金物中央部の爪により位置決めが容易で、刻印線によりまっすぐに取付けられ
ます。

■ 取付対応表に該当する接合方法でご使用ください。（裏面参照）
■ 並列に取付ける場合は、木材の幅を105mm以上にしてください。
■ 胴差の連結では、柱の幅を120mm以下にしてください。
■ 管柱の連結では、梁成を120mm以下にしてください。
■ 必ず付属の専用ビス、専用リングネイルで接合してください。
    ※ビス、リングネイルの本数を減らしたり、専用ビス、専用リングネイル以外の接合具を使用して取付けた場合、所要の耐力が得られませんのでご注　
　意ください。

    ※締めすぎに注意!!ビス頭を金物に接するまでねじ込んだ後、必要以上のトルク（ねじ込み）を加えないでください。
■ ビス接合用の四角ビット（#3）は別売品です。
■ ビスどめ短ざくLはPS短ざくと金物を共用していますが、接合ビスが異なりますのでご注意ください。
■ ケガに注意!!手袋を着用するなど金物の切断面に注意して作業をしてください。
■ ビス、リングネイルを打ち込む際にも、軍手や手袋などをはめ、さらに保護メガネを装着し、怪我のないようにしてください。
■ 金物は所定の位置に取り付けてください。
■ 金物の干渉に注意しご使用ください。
■ 接合・締付け工具類は、適切なものをご使用ください。
■ 現場で防腐・防蟻処理他、薬剤を使用する場合は、金物に薬剤が付着しないように注意してください。金物本体や表面処理が著しく劣化する場合があります。
■ 放り投げたりハンマーで叩く等、乱暴に取扱うと破損や変形する恐れがあります。
■ 目的用途以外には使用しないでください。

短期基準接合引張耐力（Pot）建設省告示第1460号第2号

ビスどめ短ざくL（BS-L360）

1枚（片面）：10.8kN
2枚（並列/両面）：21.6kN

※耐力数値は、BS-S240、BS-L360共通です。

※くぎどめ短ざくSは、柱と横架材の接合や管柱相互の連結には
　使用できません。

※耐力数値は、BS-S240、BS-L360共通です。
※ビスどめ短ざくSは、柱と横架材の接合や管柱相互の連結には
　使用できません。

短期基準接合引張耐力（Pot）

ビスどめ短ざくS（BS-S240）

1枚（片面）：10.8kN 2枚（並列/両面）：21.6kN

短期基準接合引張耐力（Pot）

くぎどめ短ざくS（NS-S240）

1枚（片面）：10.4kN 2枚（並列/両面）：17.8kN

専用ビス CPQ-45（シルバー）×10本

裏面の取付対応表に該当する接合方法でご使用ください。（裏面参照）

注意!!

くぎどめ短ざくS（NS-S240）

専用リングネイル  PZ-FRN-55（シルバー）×10本

ビスどめ短ざくS（BS-S240）/ビスどめ短ざくL（BS-L360）

！

※ご使用前に必ずお読みください。
用　　途

特　　長

付 属 品

施工方法

ハウスプラス確認検査（株）性能試験

① 木材のつなぎ目に刻印線を合わせます。
② 本体を仮留めする場合は、中央の爪を差込み固定します。
③ 取付位置が決まったら、付属の専用ビスまたは専用リングネイルで
　 本体を取付けます。

注意事項

[へ]対応

[ち]対応
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梁の連結
ビスどめ短ざくS、ビスどめ短ざくL、くぎどめ短ざくS
（BS-S240、BS-L360、NS-S240）

120mm以下

100mm

105mm
以上

105mm以上

120mm
以下

120mm以下

120mm以下

120mm
以下

120mm
以下

■取付対応表

通し柱を介した胴差の連結
ビスどめ短ざくL
（BS-L360）

管柱の連結
ビスどめ短ざくL
（BS-L360）

※隅柱でも使用可能です。

※隅柱でも使用可能です。

※隅柱でも使用可能です。

■取付図

BS-L360

BS-S240

○ × ×

○ × ×
○ ○ ○

型番 1 2 3

1 2 3

上記取付図の●～●と下記対応表に該当する接合方法でご使用ください。
※対応表に該当しない接合方法では使用できません。

NS-S240

片面1枚使い

BS-S240
BS-L360
【10.8kN】

NS-S240
【10.4kN】

両面使い

BS-S240
BS-L360
【21.6kN】

NS-S240
【17.8kN】

並列2枚使い

BS-S240
BS-L360
【21.6kN】

NS-S240
【17.8kN】
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